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１ 得点分布及び小問ごとの正答率

〈表１〉得点分布 〈表２〉小問別正答率（％）

人数 ６５０人 大問 小 問 正答率 大問 小 問 正答率

得点 人数 ％ (1) ９８．８ １ ７７．１

１００ ０ ０.０ (2) ９７．２
３

２ ３６．０

９０～９９ ４ ０.６ (3) ９５．５ ３ ３１．５

８０～８９ ４４ ６.８
１

(4) ８６．４ ４ ３．０

７０～７９ ７１ １０.９ (5) ８２．８ 小 計 ３６．９

６０～６９ １３７ ２１.１ (6) ８１．７ １ ８３．５

５０～５９ １５０ ２３.１ (7) ７３．５
４

２ ４８．５

４０～４９ １３２ ２０.３ (8) ２６．７ ３ ３３．１

３０～３９ ５４ ８.３ 小 計 ８０．３ ４ ９．０

２０～２９ ４６ ７.１
１

(1) ７３．２ 小 計 ４２．３

１０～１９ １０ １.５
２

(2) ３６．５ １ ９５．４

１～ ９ ２ ０.３
２

(1) ６５．３
５

２ ４６．８

０ ０ ０.０ (2) ３８．３ ３ ２．６

＊合格者の中から、無作為に抽出した 小 計 ５１．６ ４ ０．０
６５０人(12.5％)の結果である。 小 計 ３６．２

＊％の数値は，小数点第2位を四捨五入

したものである

〈表３〉大問別の正答率の経年比較

大問 主 な 内 容 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

１ 小問集合 ８７.３ ８５.０ ８４.７ ８３.０ ８０．３

２ 確率、二次方程式など ２５.９ ４１.２ ７４.２ ６７.１ ５１．６

３ 関数など ４４.７ ５４.２ ５２.４ ５１.８ ３６．９

４ 平面図形など ２７.１ ３９.７ ４５.２ ５２.３ ４２．３

５ 平面・空間図形など １０.２ １４.７ １２.１ ２６.９ ３６．２

２ 分析結果の概要

〈表１〉について、50点台の人数が23.1％と最も多い。70点以上の人数は全体の18.3％と昨年度

より減少した（昨年度31.2％）。40点未満の人数は17.2％と昨年度より増加した（昨年度10.9％）。

得点分布は、平均点を中心にほぼ正規分布となっている。

〈表２〉について、正答率80％以上の問題数は８問と昨年度より減少した(昨年度10問)。また、

正答率10％未満の問題数は４問と昨年度より増加した（昨年度３問）。

１の小問では、ほとんどの問題で高い正答率であるが、(8)の作図が正答率26.7％とかなり低い。

２の１の確率では、(2)の確率を求める問いが正答率36.5％とかなり低い。また、２の２の二次

方程式では、(2)の解答の訂正が38.3％と低い。

３の関数は、新傾向の設問であり、正答率36.9％とかなり低い。

４の平面図形では、１の角度を求める問いが正答率83.5％とかなり高い。３の証明は、相似比を

利用する証明であり、正答率33.1％と低い。５の空間図形では、３、４の２問が、数学的な見方や

考え方をみる問題であり、正答率2.6％、0.0％とかなり低い。

〈表３〉について、２、３、４の正答率が低くなり、５の正答率が高くなった。
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３ 小問ごとの内容及びねらい

出題形式 評価の観点

大問 小問 内 容 出 題 の ね ら い
作図 計算 記述 知識 技能 数学的な

論理 理解 （表現・処理） 考え方

(1) 正の数・負の数 負の数を含む整数の減法ができる。 ○ ●

(2) 式の計算 負の数を含む分数の除法ができる。 ○ ●

(3) 文字の式 文字を含む式の計算ができる。 ○ ●

(4) 平 方 根 根号を含む式の計算ができる。 ○ ●

１ (5) 二次方程式 二次方程式を解くことができる。 ○ ●

(6) 標本調査
条件にあう数を推定することができ

○ ● ●る。

(7) 二次関数 変化の割合を求めることができる。 ○ ●

(8) 平面図形 条件にあう点を作図することができ
○ ● ●る。

１(1)
起こり得る場合の数を過不足なく数え

○ ●上げることができる。
確率

１(2)
起こり得る場合の数を過不足なく数え

○ ● ●上げ、確率を求めることができる。
２

２(1)
条件にあう容器の容積を求めることが

○ ●
二次方程式

できる。

の活用
２(2)

得られた解が適切であるかどうかを調
○ ● ●べ、適切に答えを導くことができる。

１ グラフの特徴から駅の数を求めること
○ ●ができる。

２
条件にあう直線の方程式を求めること

○ ●
関数

ができる。
３

（一次関数）
３ 連立方程式を用いて、すれ違う時刻を

○ ○ ● ●求めることができる。

４ 関数関係から、条件にあう距離を求め
○ ○ ● ●ることができる。

１
直角二等辺三角形の性質から、図示さ

○ ●れた角の大きさがわかる。

２ 平面図形 辺の比を求めることができる。 ○ ●
４ 平行線と相似

３ 相似な三角形の証明ができる。 ○ ○ ●

４
指示された三角形の面積を求めること

○ ○ ● ●ができる。

１ 立方体の面と垂直に交わる直線の本数
○ ●がわかる。

２
正六角形の１つの内角を求めることが

○ ○ ●できる。
５ 空間図形

３
条件にあう立体の体積を求めることが

○ ○ ● ●できる。

４ 条件に従ってできる立体の体積を求め
○ ○ ● ●ることができる。
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４ 標準解答及び考察

１〈標準解答〉

(例)
(1) － 7 (2)

(3) a－ 4b (4) 2

(8)

－ 5 ±
(5) x＝

6

(6) およそ 1000 個 (7) 15

〈ねらい〉
数と式、図形、関数、資料の活用に関する基礎的・基本的な知識及び技能をみる問題である。

(6)は、抽出した標本から母集団の傾向を推定する力をみる問題であり、(8)は、特定の条件から
論理的に考察し、見通しをもって作図する技能をみる問題である。

〈考察〉
・ 全体の正答率は、80.3％で昨年度よりやや低い（昨年度83.0％）。(1)～(7)は、高い正答率
である。(8)の作図問題は正答率26.7％とかなり低い。

・ (5)の二次方程式は、無解答もあるが、解の公式を利用するなどの解法は定着していると考
えられる。誤答例には、分母が「2」や「1」、「3a」となり、解の公式に数値代入できていな
いと考えられるものがある。

・ (8)の作図問題は、無解答が多く、「∠ APB=90°のとき、点 Pは ABを直径とする円周上
にある」という円周角の定理の逆における知識が定着していないと考えられる。

〈今後の指導〉
・ 平方根の計算においては、繰り返し練習させることで習熟を図る。
・ 二次方程式においては、繰り返し練習させることで、計算の仕方や解の公式を用いた求め方
の習熟を図る。

・ 標本調査の必要性と意味を理解させ、抽出した標本を基に母集団の傾向を推定することがで
きるようにする。

・ 作図においては、根拠となる図形の性質を理解させ、基本の作図や図形の性質を組み合わせ
て、見通しをもって考察して作図できる技能を身に付けさせる。

２〈標準解答〉

１ (1) 16 通り (2) ２ (1) 600 cm３

【求め方】
はじめの正方形の紙の，1辺の長さを xcmとすると，直方体の容器の容積が

96cm３なので，

(例)
6（x－ 12）２＝ 96

これを解くと，
２ (2) （x－ 12）２＝ 16

x－ 12＝± 4
x＝ 16，8

x＝ 16のとき，容器の底面の1辺の長さは 4cmとなり，問題にあっている。
x＝ 8のとき，容器の底面の1辺の長さは－ 4cmとなり，問題にあわない。
だから，はじめの正方形の紙の，1辺の長さは16cmにすればよい。

13

-
3

2

3

8

ℓ

BA

P
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〈ねらい〉
１は、数の書かれた４枚のカードから１枚取り出すという身近な素材をもとに、起こり得るす

べての場合の数を、樹形図などを使って数え上げる力や確率を求める力をみる問題である。(1)
は、カードを２回取り出す場合の取り出し方について、過不足なく数え上げることができるかを
みる問題であり、(2)は、カードに書かれた数によって正方形の頂点を移動する黒石が、１つの
頂点にある条件を考察し、確率を求める力をみる問題である。
２は、正方形の紙から直方体の容器をつくるという身近な素材をもとに、二次方程式について

の知識や活用をみる問題である。(1)は、二次方程式を用いて問題を解決する力をみる問題であ
り、(2)は、得られた解が適切であるかどうかを論理的に判断する力や適切に答えを導く力をみ
る問題である。

〈考察〉
・ １の(1)の場合の数は、正答率73.2％と高く、１の(2)の確率は、正答率36.5％と低い。２回
の試行に伴った複雑な条件の確率を、論理的に考察する力が不足していると考えられる。

・ １の誤答例は、(1)は、「12 通り」が多く、(2)は、「5/16」や「1/4」が多い。複数の条件を
満たす場合の数を過不足なく重複なく数える力が不足していると考えられる。

・ ２の(1)は、正答率が65.3％と高い。二次方程式を具体的な場面で利用する基礎的な力は、
概ね定着していると考えられる。

・ ２の(2)は、問題の解決に利用した二次方程式の計算過程や得られた解が、問題の答えとし
て適切であるかを確かめることができていない誤答例が多い。

〈今後の指導〉
・ 場合の数は、樹形図を用いたり、書き並べたりすることで、条件を整理し、規則的に過不足
なく数え上げることができるように習熟を図る。

・ 確率は、全事象や不確定な事象を理解させ、それぞれを正確に数え上げることができる力を
身に付けさせる。

・ 二次方程式を問題の解決に生かそうとする態度を身に付けさせ、式をつくる力を培う。
・ 具体的な場面において、二次方程式で得られた解が適切であるかどうかを調べる態度を身に
付けさせるとともに、生徒間において互いに自分の考えを表現し伝え合ったりする活動など
を行い、不適切である理由などを論理的に説明する力を培う。

３〈標準解答〉

１ 2 ２ ３ 午前 5時 29分 ４ 504 km

〈ねらい〉
２つの駅を往復する列車という身近な素材をもとに、列車の運行における時間と距離の数量関

係を一次関数とみなし、その式やグラフを適切に活用して考察し、必要な情報を読み取り処理す
る力をみる問題である。１は、グラフから関数の特徴を見いだす問題である。２は、二つの数量
の変化や対応を調べて、文字を用いた式で表現する問題である。３は、連立方程式を用いて、問
題を解決する力をみる問題である。４は、一次関数について変化や対応の特徴をとらえ、考察す
る力をみる問題である。

〈考察〉
・ １のグラフから「停車する駅の数」を読み取る力をみる問題は、正答率77.1％と高い。
・ ２の正答率は、36.0％と低く、誤答例は、「y=x」が多い。グラフから二つの数量の関係を
読み取り、列車の動きを一次関数として表す力が不足していると考えられる。

・ ３の正答率は、31.5％と低く、無解答が多い。誤答例は「 5時30分」が多い。列車のすれ違
う時刻を連立方程式を利用して解く力やグラフを考察する力が不足していると考えられる。

・ ４の正答率は、3.0％とかなり低く、無解答が多い。列車が２つの駅を往復して運行してい
るという特徴を捉えきれず、問題の解決にグラフを活用することができていないと考えられる。

y=x-5
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〈今後の指導〉
・ 具体的な事象や場面の中にある二つの数量の関数関係を見いだし、それらを文字を用いて式
で表し、数学的に考察する力を身に付けさせる。

・ 伴って変わる二つの数量における関数関係の理解を深め、事象の考察に生かそうとする態度
を育成する。

４〈標準解答〉

１ ∠ AFC＝ 135 度 ２ ４ cm２

(証明例)
△AFHと△CFAで
AF：CF＝ ：4＝ 1： …①

FH：FA＝ 2： ＝ 1： …②
①，②より

３ AF：CF＝FH：FA …③
また，
∠AFH＝∠CFA(共通) …④

よって，③，④より
2組の辺の比とその間の角が，
それぞれ等しいので，
△AFH∽△CFA (証明終わり)

〈ねらい〉
平行線と線分の比や三角形の性質を利用し、角度や線分の比などを論理的に考察する力をみる

問題である。１は、直角二等辺三角形の角の知識、２は、辺の比の知識と簡単な比にする力をみ
る問題である。３は、三角形の相似の証明において、論理的な思考力や表現力をみる問題である。
４は、相似な三角形の面積比と相似比の関係を利用して面積を求める力をみる問題である。

〈考察〉
・ 全体の正答率は、42.3％で昨年度より低い（昨年度52.3％）。
・ １の正答率は、83.5％とかなり高く、直角二等辺三角形の角に関する理解は、概ね定着して
いると考えられる。

・ ２の２辺の比を求める問題は、正答率48.5％と低い。
・ ３の証明問題は、正答率33.1％と昨年度よりかなり低い（昨年度49.1％）。論理的に説明す
る力が不十分であると考えられる。

・ ４のやや複雑な図形の面積を求める問題は、正答率9.0％とかなり低い。無解答が多く、数
式をつくる力や計算する力が不足していると考えられる。

〈今後の指導〉
・ 証明については、合同や相似の証明など基本的な流れを確実に定着させ、筋道を立てて説明
するといった数学的な表現力を身に付けさせる。

・ 基本的な図形の観察や作図を通し、図形の性質を見いだす力を身に付けさせる。
・ 三角形の相似について理解させ、相似条件等を基に、論理的に考察し、見通しをもって表現
する力を身に付けさせる。

・ 相似な図形において、相似比を用いて計量できる力を身に付けさせる。計算力も必要である
ので、確実に練習を積み重ねる。

５〈標準解答〉

１ 4 本 ２ ∠ IJK＝ 120 度 ３ cm３ ４ cm３

〈ねらい〉
立方体の箱や傘のモデルという身近な素材をもとに、図形の基礎的・基本的な性質を利用して

体積を求めるなど、平面や空間における図形について、論理的に考察し処理する力をみる問題で
ある。また、空間図形における直線や平面の位置関係を考察し、図形を分解・構成する力をみる
問題である。

2
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〈考察〉
・ 全体の正答率は、36.2％で昨年度より高い（昨年度26.9％）。特に１の正答率は、95.4％と
かなり高い。

・ ２の空間内にある正六角形の内角を求める問題は、正答率46.8％と低く、無解答が多い。
・ ３の空間内にできる立体の体積を求める問題は、正答率2.6％とかなり低く、無解答が多い。
空間図形について分析的な見方をする力が不足していると考えられる。

・ ４の傘のモデルを基につくった立体の体積を求める問題は、正答率0.0％であり、無解答が
多い。複雑な立体図形の考察が難しく、計量にまで至っていないと考えられる。

〈今後の指導〉
・ 空間における直線や平面の位置関係をとらえ、題意を満たす条件や数値を読み取る力を身に
付けさせる。

・ 普段から、操作や実験などの活動を取り入れ、空間図形が直線や平面図形の運動によって構
成されるものととらえるなどの数学的な見方や考え方を培う。

・ 身の回りにある素材や事象を、数学を用いて考察したり、発展させたりできるような態度を
養う。


